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39年度基研研究計画 (提案)

亮期研究会 : 振動子系U)力学過程 と統計

戸田盛和 ,戸谷富之 ,松田博嗣

目的 と緊急性 : 力学過程 に密着 した読点に立って ,一般的な基礎的事実

を積み上げて行 くU)がこU)研究会o)目的であるF,凝 り上げられる具榛的な対

象は主 として結晶格子であり.不純物o)影響 ,未面掠劫 と表面不純物tj_l影響

などが含まれるー有限個の不純物を含む結晶格子〟)局在振動 とBroⅥⅥ 運動

類似の運動に関しては以前tJl ｢不完全結晶t/)童子夜劫 ｣ U)研究会において研

究され ,そO-)或異はSupplementに報告された,, こUL)成果を更に現実的な鮭

晶形GT)場合-拡張することは今後U)問題であるE, ｢振動子系の力学過程 と統

計｣第 1回LJ)研究会においては .表面の問題 ,多 くU〕不純物を含む結晶など

が主な研究対象であったC,表面に広がった不純物がある場合や一次元結晶に

多 くの同位体原子が入ったときのスペク トルE･･Cついて一般的な性質が明かに

され ,また数個U.1不純物を含む結晶のエえ ルギーの流れについての計算から

結晶内のエネ,VギーU)流れに関する研究が始められた( これ ら第 1回研究会

の成果は極めて顕著であるが ,筒一層みがき上げられ拡張 されるものとみら

れる〔

ここに寛2回U)研究会を持つ目的は上に述べたようvC,前回までに積み上

げられた成果に勇気づけられ .残された問題 ,提出されている問題 と凝 り組

もうとする活力vTL有意義な場を与 えるたーめvTLはかならない0.力学過程を中心

として ,厳密vcL_解き得 る問題 ,佐系の一般的性質の解明を積み上げて行くこ

とは .統計力学 ,物性論などにおける諸問題vTL対して信頼し得る足場を与え

得るもU)である凸 これに.関連 して実験にも寄与を与えるであろうn例えば以

～) この提案は.2月末の基研研究部員会議で審議,決定される｡
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研究計画〔授案)

前に格子uj局在振動がU中心の スペク ト'レとして免出されたようvc,転位忙

よる振動スペク ト)i,VC対する知識も頗論から与えられるであろうE,

さらに今後は振動子系o)対象を広げて ,非線型項のある場合 ,不規則外力

a)働 く場合などを凝 り扱う宿 りであるE, これらの場合は第 1回の研究会にお

いても凝 り上げられ始めたが今後vTL期待 される研究課題であるE,熱膨張-,エ

れ レギー流 .緩和現象などがここに含まれるC,

このような研究情勢の下にあって,今回第2回oj研究会を持っことが極め

て時宜を得ているものと考えるn

また ,研究対象を前進 させるために .関連ある分野から講師を招 くことが

考えE)れているE.

研究テーマと し て 考 え ら れるもの :

o啓々の結 晶 形 に お け る局在振動

o転位 ,表 面 不 純 物 に よ る格子振動

o多 くの 不 純 物 を 含 む 結 晶 o)振動スペク トル

o多 くU)不 純 物 を 含 む 結 晶 U)エネルギ一流

o非線型 項 を 含 む 結 晶 の エ ネ JL,ギ-疏

O､非線型 不 規 則 外 力 を 受 け る運 動

o熱膨張

o固体ヘ リ ウ ム の よ う に 具 俵 的 な 問題

'oこれ ら VTL 関 係 す る数 学 的 方 法 o)吟 味

oこれ ら に 関 係 す る実 験 事 実

oその他 ス ピ ン 系 等 一 般 歳 子 へ の 拡 張 等

研究会参加 人 員 : 約 2 0 名 ,講 師 と し て 1- 2 名 を 加 え る 凸

研究会 の 時 期 : 7 月 下 旬 の 5 日 間 ( 予 定 7 月 2 5 日 ～ 2 9 日 )

費 用 : 旅 費 2 2 万 円 計 算 費 (賃 金 1 1万 円
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研究計画(揖案 )

長期研究計画 : ｢criticalPhenomena｣

稔原武生 .碓井恒丸 ,高野文彦 ,田中基之 ,西川碁治

系oj不安定性UTL伴なっておこるC,ritical な現象vTLは種々の型があ り.

物性u)いろいろの分野で見られる興味深い現象であるO そU)中で .物性基礎

論的忙見て興味深い現奉〟)長期研究計画を提案したい_. 太年度は ,二次の相

転移 とその周辺 一および ,超流動とその周辺を中心として次のような計画を

考えているO

相転移現象は巨視的物錐に見られる.一般的且顕著な異常現象であって ,

古くから研究されてきたが ,まだ未解決の問題を数多く含んでいる〔 最近の

実験L7)進歩もあって ,一方ではordered stateLj)運功 .緩和過程などの

性質が明 らかになりつつありI他方では .転移点近傍 でCL-jsingularityor)

解析的性質が実験的に明確vTLできる段階vTLなろうとしているE,

このような事情の下で ,昨年度基研の短期研究会として ｢二次〝)相転移｣

が行なわれ ,国内でなされていも実験的および理論的研究を中心として問題

点の険討と整歴 とが行なわれ ,かなりの成果があげられた,,様 々な機構をも

つ二次の相転移現象U)共通な性質として . (a)粒子 (or スピン)間の長

距離対相関o)出現 , fb)ordered stateの出現とbroken syrmetry.

tc)orderparameter及び対相野の長波長成分o)緩和過程の異 常.

td)比熱U)対数的発散 , te)応答係数LI)逆数が温度の関数 として,転移

点でbranchpointをもっこと,~などがあげられるf. これらの理論的検討

と一これ らから相転移vc伴なう様 々な現象を統一的vL疑えることを一つの課

題にしたい巾

ordered state として ,液体ヘ リウムと超電導俵は量子論的秩序とい

う点で帝異な性格をもつ E, 特vcそのダイナ ミックスは ,Vortex line叉は

quantized flux, フォノン- ロトン 又はquasi-particI_e. impurity
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研究計画 (授案 )

particle又は imperfectionu)相互作用の現象として興味深い爪 これ

ら嬉 々LJj動的な軽質の統一的解明をもう一つuj課題としたいE,

o短期u)研究会を基節で2回開き ,参加者約 50名 (京都在住者を除 く)

o旅 費 55万 (研究連絡費を含む 1

校 費 5万

長期研究計画 (モレキューJL,壁 ): 生体高分子における電子状態と振動状

態の相互作用

松原武生 ,寺太 英

研究計画 ,要求澄由 : 核政並びに蛋白U)生物機能 はその高次構造と密接に

関連するo 生体高分子では電子状態と振劫状態の桶互作用が大でそれは量子

生物学上太質的と考えられるt,この研究を推進するには関連した諸分野の研

究者が集まって共同研究をするのが望ましいので下記のメンバーでモレキュ

- ルを作りたい(

メンバ～ 松原武生 (.京大歴 ) , 寺太 英 (京大理 〕･,松田博嗣 (京大頗 ) ,

鈴木英雄 (名大腰 1,朝 日 孝 (北大腰 )

要求費用 : o京都滞在費

鈴木 (5ケ月 ) ･･････ 6万 (9月-11月 〕

朝 日 (6ケ月 )

o計算費

o連絡費

12万 (8月～ 1月 )

5万 (内電子計算機費用2万 )

1万

計 24万円
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